
 

 ＭＢボディーアートスクール・受講規約 

 

（本規約の適用）  

第１条 本規約は、M・Bボディアートスクール（M.B B.A.S）（以下「当スクール」とい

います）が主催、提供する講座（以下「本講座）といいます）を利用するに当たり適用さ

れます。  

２ 本講座の申込みをした者（以下「受講生」といいます）は、申込みの時点で本規約に同

意し、その内容に同意したものとみなされます。  

 

（規約の変更）  

第２条 本規約は予告なく変更される場合があります。  

２ 規約が変更された場合、当スクールから受講生に対する通知をするものとし、これに対

する異議申し立てがない場合は、通知日をもって同通知の内容に同意したものとみなしま

す。  

 

（講座の利用料金）  

第３条 受講生は、当スクールが別途定める受講料金を、当スクール所定の方法により支払

うものとします。  

 

（料金支払い方法）  

第４条 受講生は、当講座を受講するに当たり、別段の定めのない限り、受講料金を受講前

に支払うものとします。  

２ 受講料金の支払い方法は、振込決済方式とします。所定の受講料金を当スクールが指定

する期日までに当スクール指定の金融機関口座に振込むことにより支払うものとします。  

３ 受講料金の支払いにかかる手数料は、別段の定めがない限り、受講生の負担とします。  

４ 当スクールは、本条により支払われた受講料金を、いかなる場合にも受講生に返還しな

いものとします。  

 

（講座の中断等）  

第５条 開講後における交通機関のトラブル、台風・地震等の自然災害、講師の不慮の事故、

病気等、当スクールが不可抗力と判断したときは、休校または延期することがあります。 

 

（講師依頼）  

第６条 外部よりの講師依頼については、講演料金については、人数にかかわらず、9:00～

17:00（実質5時間）の場合50万円、120分以内の短時間講演の場合は30万円が基本料金とな



ります。 この金額にはスタッフ・講師の一日休診療が含まれます。 交通費・宿泊費につ

いてははスタッフ・講師全員について、別途お支払いただくこととなります。 講演依頼者

側がこの金額以外の契約を交わしたい場合は、一か月以上前に申し入れの上、3週間前に書

面を以て、契約を交わすこととします。  

交通機関のトラブル、台風・地震等の自然災害、講師の不慮の事故、病気等、当スクール

が不可抗力と判断したときは、休講または延期することがあります。  

 

（契約の成立）  

第７条 受講生は、当スクール所定の方法で受講申込みを行うものとし、別段の定めがない

限り、当スクールが申し込みメールもしくはＦＡＸを確認した時点で契約が成立したもの

とします。ただし、次の各号のいずれかの事由に該当する場合には、当スクールの判断を

もって申込みの不成立とみなすこと、または成立した契約を解除することができます。  

1. 申込みに際し、虚偽の事実、記入漏れ、または誤記があることが判明した場合  

2. 申込者が未成年者であり、受講申込みの際に法定代理人の同意を得ていない場合  

3. 申込者が本規約に反する行為を行う蓋然性が高い等、申込みの成立を認めることが不適

切であると当スクールが判断した場合  

 

（講座の遅刻・欠席の場合）  

第８条 受講生は、受講開始時間を厳守するものとします。遅刻した場合には講座を受講で

きない場合があります。  

２ 受講生の事情により講座を欠席した場合には、補講、代講は一切行わないものとします。  

３ 欠席等の連絡については、記録の残るメールおよびFAXにて行うものとする。 その際

の連絡先については当スクールのHP上の連絡先のみを使用するものとし HP上以外の連

絡先へのメール・電話での連絡については内容の如何を問わず当スクールとしては責任を

負わない。  

４ 無断遅刻、欠席が続く場合、当スクールの判断で除籍となる場合があります。  

 

（著作権について）  

第９条 本スクールの提供、使用するレジュメ、案内その他の印刷物、ソフトウェア、デジ

タルデータを問わず著作権、特許、商標、意匠、ノウハウその他の知的財産権は、本スク

ール又は本スクールが使用許諾している第三者に独占的に帰属し、下記の行為は認められ

ません。  

① 教材の無断での複製、引用、翻訳、翻案、転載  

② 第三者に対する開示、頒布、販売、譲渡、貸与、送信  

③ 教材の全部又は一部の改変、派生的制作物作成  

 



（無断開示・教示等の禁止）  

第10条 受講生が、有償、無償を問わず、第三者に本スクールの技術・技能を開示、漏洩、

提供、教示するためには、本スクールによる事前の書面による許可を必要とします。  

 

（禁止事項）  

第11条 受講生は、本講座の受講に当たり、前２条の他、以下の各号のいずれにも該当する

行為をしないものとします。  

1. 本規約に違反する行為  

2. 他の受講生または第三者を誹謗中傷し、またはその名誉もしくは信用を毀損する行為、

またはそのおそれのある行為  

3. 本スクールの事前の許諾なしに本講座を受講する権利を第三者に譲渡、売買、貸与、ま

たは名義変更する行為  

4. ビデオカメラ・カセットテープ等による受講内容の録画・録音をする行為  

5. 本講座に関連して営利活動・宗教上の勧誘等を行う行為  

6. 当スクールが不適切と判断する行為  

7. その他、法令・公序良俗に違反する行為  

 

（損害賠償）  

第12条 受講生または受講申込者が、本規約または法令に違反する行為を行い、その結果当

スクールまたは第三者に損害を与えた場合、当該受講生または受講申込者は、当スクール

の被った一切の損害の賠償をする責任を負うものとします。  

 

（免責）  

第13条 当スクールは、その責めに帰すことができない事由により生じた損害その他以下の

各号の事由に起因して生じた損害については、債務不履行、不法行為を問わず一切の責任

を負わないものとします。  

1. 第５条のうち、交通機関のトラブル、台風・地震等の自然災害に起因して発生した損害  

2. 第６条のうち、交通機関のトラブル、台風・地震等の自然災害に起因して発生した損害

3. 当スクールの講座により習得した知識、技能を不正確または不適切に使用したことによ

り、受講生または第三者に発生した損害  

4. 受講生は、本講座の施術方法の習得は一定の危険を伴うものと認識・了解するものとし、

当スクールは、本講座の施術方法を習得する過程において受講生に生じた怪我その他の事

故により生じた損害については、債務不履行、不法行為を問わず一切の責任を負わないも

のとします。  

5. 受講生同士または受講生と第三者との間での個人的な問題により発生した損害  

6. 第三者の故意による介入により生じた損害  



 

（合意管轄）  

第14条 本規約に関する訴訟については、東京地方裁判所を合意管轄裁判所とします。  

 

（協議）  

第15条 本規約に定めのない事項または解釈に疑義を生じた事項については、当スクールと

受講生間にて誠意をもって協議の上解決するものとします。  

 

2018年 2月 26日改訂版 


